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心不全パンデミックにおける心筋シンチグラフィの役割を再考する

高齢化社会の到来に伴い、心不全患者数は増加傾向にある。心不全は心臓のポンプ機能が低
下することに起因するため、非侵襲的心臓イメージングの重要性はさらに高まっていくと考
えられる。虚血性心筋症に関しては、REVIVED-BCIS2の研究結果が示す通り、「非侵襲的心臓
イメージングで検出された生存心筋のうち、その部位を灌流している冠動脈が狭窄している
場合に、狭窄をPCI（経皮的冠動脈インターベンション）で開放しても、予後の改善にはつなが
らなかった」という事実が明らかにされている。非侵襲的心臓イメージングの種類、検出され
た生存心筋、冠動脈の狭窄、PCIという治療手段、そして全死亡および心不全による入院とい
うアウトカム、これらの要素が各臨床現場にどの程度当てはまるかを検討することが、この研
究結果を臨床に適用する上での重要なステップである。このような検討を行うことにより、虚
血性心筋症だけでなく非虚血性心筋症においても、非侵襲的心臓イメージングが今後どのよ
うな方向性を持つべきかが明らかになると考えられる。本講演では、心筋シンチグラフィの役
割と将来性について、私見を述べたい。聴衆からの厳しい批判を頂けることを期待する。
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